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白
し ろ

い靴
く つ

下
し た

チャケル・ワードレイ・ハーバート
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました）

チャケルはお兄
にい

ちゃんが変
か

わるなんて 
思
おも

えませんでした。

年 ね
ん長 ち

ょ
うの
子 こ

供 ど
もた
ち
へ

お父
とう

さんは靴
くつ

下
した

の中
なか

に手
て

を入
い

れて，去
きょ

年
ねん

の小
ちい

さな紙
かみ

を取
と

り出
だ

しました。自
じ

分
ぶん

の紙
かみ

を手
て

わたされると，チャケルは静
しず

かに読
よ

みま
した。「家

いえ

でもっとお手
て

伝
つだ

いをします。」これについては今
こ

年
とし

と
てもよくできたと思

おも

いました。でも今
こん

度
ど

は何
なに

を書
か

けばよいで
しょうか。
「わたしはもう書

か

くことが決
き

まってるわ！」とお姉
ねえ

ちゃんがうれ
しそうに言

い

いました。
チャケルは，イエス様

さま

に何
なに

をあげられるか考
かんが

えました。さらに
主
しゅ

のようになるために，来
らい

年
ねん

は何
なに

ができるでしょうか。主
しゅ

はチャ
ケルに何

なに

をするよう望
のぞ

んでおられるでしょうか。
そのとき，お兄

にい

ちゃんのブレイデンが紙
かみ

に何
なに

かを書
か

いている
のが見

み

えました。
チャケルは顔

かお

をしかめました。何
なに

を書
か

いたかは見
み

えませんで
したが，書

か

いたことをお兄
にい

ちゃんがほんとうにすることはないと
思
おも

いました。
ブレイデンはチャケルをたくさんからかってきて，今

こ

年
とし

はあま
り仲

なか

良
よ

くできませんでした。お兄
にい

ちゃんのことは大
だい

好
す

きでした
が，チャケルにはお兄

にい

ちゃんがもっとイエス様
さま

のようになろうし
ているようには思

おも

えませんでした。
お兄

にい

ちゃんはどうしていつもわたしに意
い

地
じ

悪
わる

なのかしら？ と
チャケルは思

おも

いました。
チャケルはお兄

にい

ちゃんが紙
かみ

を折
お

って白
しろ

い靴
くつ

下
した

に入
い

れるのを見
み

ていました。

このお話
はなし

は，アメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

での出
で

来
き

事
ごと

です。

チャケルはお姉
ねえ

ちゃんがふざけてかいた絵
え

を見
み

て笑
わら

いまし
た。その日

ひ

はクリスマスイブで，家
か

族
ぞく

みんなでだんろの周
まわ

りでお絵
え

かきゲームをしていました。
クリスマスイブは，一

いち

年
ねん

の中
なか

でチャケルが大
だい

好
す

きな日
ひ

でした。
おやつや笑

わら

い声
ごえ

が心
ここ

地
ち

良
よ

く，幸
しあわ

せな気
き

持
も

ちになりました。イブ
が終

お

わってほしくありませんでした！
「さて」とお母

かあ

さんが言
い

いました。「白
しろ

い靴
くつ

下
した

の時
じ

間
かん

よ！」
チャケルはにっこり笑

わら

いました。クリスマスイブは大
だい

好
す

きな日
ひ

で，これは大
だい

好
す

きな伝
でん

統
とう

の一
ひと

つでした。
チャケルが住

す

んでいる場
ば

所
しょ

では，クリスマスにはだんろのそ

ばに，かざりのついた大
おお

きな靴
くつ

下
した

をぶら下
さ

げます。クリスマスの
朝
あさ

には，靴
くつ

下
した

はお菓
か

子
し

でいっぱいになっているのです！ でも，
この靴

くつ

下
した

は特
とく

別
べつ

なものでした。チャケルと家
か

族
ぞく

のみんなは，こ
の靴

くつ

下
した

をイエス様
さま

へのおくり物
もの

でいっぱいにするのです。
お母

かあ

さんは，金
きん

色
いろ

のふち取
ど

りのついた美
うつく

しい白
しろ

い靴
くつ

下
した

を取
と

り
出
だ

しました。それから，一
ひと

人
り

一
ひと

人
り

に小
ちい

さな紙
かみ

と鉛
えん

筆
ぴつ

をわたしま
した。「来

らい

年
ねん

イエス様
さま

と約
やく

束
そく

したいことを一
ひと

つ書
か

いてね 」とお
母
かあ

さんは言
い

いました。
「書

か

いたら靴
くつ

下
した

に入
い

れて，来
らい

年
ねん

のクリスマスイブに読
よ

むんだ
よ」とお父

とう

さんが付
つ

け加
くわ

えました。「でもまず，去
きょ

年
ねん

の約
やく

束
そく

を読
よ

んでみよう。」

ブレイデンはチャケルがじっと見
み

つめているのを見
み

て，にやっ
と笑

わら

いました。そして，「読
よ

んだらだめだぞ」と言
い

いました。
チャケルは自

じ

分
ぶん

の紙
かみ

に目
め

をもどすと，「今
こ

年
とし

はみんなに親
しん

切
せつ

に
します」と書

か

きました。それから，自
じ

分
ぶん

の紙
かみ

を靴
くつ

下
した

に入
い

れまし
た。

やがてねる時
じ

間
かん

になりました。でもチャケルはブレイデンが
何
なん

と書
か

いたのかが気
き

になって仕
し

方
かた

がありません。だれもほかの
人
ひと

がイエス様
さま

に約
やく

束
そく

したことを読
よ

んではいけないことになって
いましたが，チャケルはものすごく知

し

りたいと思
おも

いました！
みんながねるじゅんびをしている間

あいだ

，チャケルは白
しろ

い靴
くつ

下
した

に
しのびよりました。ブレイデンの紙

かみ

を見
み

つけ，開
ひら

きました。
「今

こ

年
とし

はチャケルにもっとやさしくすると約
やく

束
そく

します」と書
か

い
てありました。

信
しん

じられませんでした。これはほんとうにブレイデンが書
か

い
たものでしょうか？ チャケルはなみだぐみながら，紙

かみ

を丁
てい

寧
ねい

に
靴
くつ

下
した

にもどしました。
お母

かあ

さんはいつも，イエス・キリストを信
しん

じる信
しん

仰
こう

を持
も

つこと
で，だれでも変

か

わることができて，もっとイエス様
さま

のようになれ
ると言

い

っています。そのとおりなのかもしれません。もしかし
たら，イエス様

さま

はほんとうにブレイデンとチャケルがもっと仲
なか

良
よ

くできるよう助
たす

けてくださるかもしれません。
次
つぎ

の朝
あさ

，食
しょく

卓
たく

に着
つ

いたとき，チャケルは心
こころ

の中
なか

にまだ温
あたた

かい気
き

持
も

ちを感
かん

じていました。ブレイデンが階
かい

段
だん

を下
お

りてくると，チャ
ケルはすぐにブレイデンをぎゅっとだきしめました。

ブレイデンは目
め

を丸
まる

くしました。「わっ，一
いっ

体
たい

どうしたの？」
「ただハグしたいと思

おも

ったの」とチャケルは言
い

いました。「メ
リークリスマス！」

ブレイデンはにっこりと笑
わら

い，ハグを返
かえ

しました。「メリーク
リスマス。」●
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